
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 
給

食 
１０月予定 

時

程 

１ 

年 

２ 

年 

３ 

年 

４

年 

５ 

年 

６ 

年 

校

庭

開

放 

１ 木 ○ 
トーキングタイム 

5年 自然教室 
A 5 5 6 6 8 6 ☆ 

２ 金 ○ 
学級タイム 

５年自然教室 
A 5 5 5 6 8 6 ☆ 

３ 土   
５年自然教室 

         6    

４ 日             

５ 月 ○ 
全校読書  

５年自然教室代休 
B 4 5 5 5   5 ☆ 

６ 火 ○ 
学級タイム 6年マイスター学習 

2年まちたんけん 
A 5 5 5 6 6 6 ☆ 

７ 水 ○ 
学級タイム 水泳学習（４年） 

2年まちたんけん 
B 5 5 5 5 5 5  

８ 木 ○ 
トーキングタイム  

SC来校日 ５年稲刈り 

2年まちたんけん 
A 5 5 6 6 6 6 ☆ 

９ 金 ○ 
前期終業式 A 5 5 5 6 6 6 ☆ 

１０ 土            

１１ 日             

１２ 月   スポーツの日         

１３ 火   ホリスタ         

１４ 水 ○ 
後期始業式 

６年 SNS教室 
B 5 5 5 5 5 5  

１５ 木 ○ 
トーキングタイム  

５・６年身体測定 

１年生 遠足（こどものくに） 
A 5 5 6 6 6 6 ☆ 

１６ 金 ○ 
学級タイム  ３・４年身体測定 

コオーディネーション運動 

５年稲刈り（予備日） 
A 5 5 5 6 6 6 ☆ 

１７ 土             

１８ 日             

１９ 月 ○ 
全校読書 委員会活動 

１・２年身体測定 

４年 オープンエアメーカー 
B 5 5 5 5 6 6 ☆ 

２０ 火 ○ 
朝会  演劇鑑賞教室 A 5 5 6 6 6 6 ☆ 

２１ 水 ○ 
学級タイム 水泳学習（４年） 

国語 図工地区研究会授業 

（６－２ ５－４） 
B 4 4 4 4 4 4  

２２ 木 ○ 
トーキングタイム 
音楽委員ミニコンサート A 5 5 6 6 6 6 ☆ 

２３ 金 ○ 
学級タイム 

２年生遠足（ズーラシア） A 5 5 5 6 6 6 ☆ 

２４ 土             

２５ 日             

２６ 月 ○ 
全校読書  SC来校日 

校内研究授業（１－２ ４－３） 
B 4 4 4 4 4 4 ☆ 

２７ 火 ○ 
音楽集会 代表委員会 
音楽委員ミニコンサート A 5 5 6 6 6 6 ☆ 

２８ 水 ○ 
学級タイム 

水泳学習（１年） B 5 5 5 5 5 5  

２９ 木 ○ 
トーキングタイム 

防犯訓練 A 5 5 6 6 6 6 ☆ 

３０ 金 ○ 
学級タイム 

1年第一公園秋探し B 5 5 5 5 5 5 ☆ 

３１ 土             

生活目標  自分や友達のよさを見つけよう 
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本校の HPも 

ご覧ください 

１１月の行事予定 
４日（水）１年 水泳学習 音楽地区研究会授業（４－３） 

６日（金）オープンスクール 学校運営協議会 

７日（土）オープンスクール 梶ヶ谷スマイルフェスティバル（PTA主催） 

９日（月）オープンスクール振替休日 

１１日（水）１年 水泳学習  １３日・１４日（金・土）６年修学旅行 

１６日（月）６年修学旅行代休  

１７日（火）４年学芸大会保護者披露会（２校時） 

１８日（水）１年 水泳学習  ２０日（金）５年オーケストラ鑑賞 

２５日（水）３年 水泳学習  ２６日（木）４年学芸大会 

情報化社会の発展とこれからの教育 

 

校長 近清 えり子 

 １０月を迎えますが、日中はまだ汗ばむような

暑い日が続いております。校内では例年より早く

インフルエンザの流行も見られ、寒暖差と合わせ

て体調管理に気を配る時期となりました。 

 さて、近年生成ＡＩをはじめとするテクノロジ

ーの進化は目覚ましく、社会のあり方を大きく変

えつつあります。このような変化の激し時代を生

きる子どもたちにとって、最新の技術にふれ、使

いこなす経験は極めて重要です。 

 一方で、テクノロジーがどれほど発達しても、

学校教育における本質的な学びの価値は変わりま

せん。ＡＩには置き換えられない「人と対話し共

に課題を解決する力」こそが、これからの社会で

大きな武器となります。本校ではこれまでも「あ

たたかな聴き方 やさしい話し方」を教育活動で

実践してきました。子どもたち同士が直接意見を

交わし、時には戸惑ったり困ったりしながらも答

えを導き出すことができる協働的な学びを今後も

大切にしていきたいと考えています。 

 また、情報化社会を賢く生き抜くためには、学

校での取り組みに加え、ご家庭での情報教育も不

可欠です。端末の使い方や時間のルールを決める

だけでなく「得た情報が本当に正しいのか」「画面

の向こうにいる相手の気持ちを考えているか」と

いった、情報リテラシーについてぜひ日頃からご

家庭でも話題にしてみてください。 

 後期も学校と家庭、地域がしっかり手を取り合

い、子どもたちの健やかな成長と主体的な学びを

支援してまいります。引き続きご協力よろしくお

願いいたします。 

地域交通安全指導員  

          さん 

登下校時に児童の 

安全を見守って 

くださいます。 

 


